
 

１．２０１０年サーバス近畿支部６月例会報告     近畿支部長 

日時：２０１０年６月１３日（日） 場

所：京都市ＨＴさん宅 

出席者：本部役員１名 支部役員４名 

会員２名（京都１ 神戸１） 家族３

名   

 この日は、会場近くの観光もすると

いう企画でした。あいにく天気予報は

雨でした。でも、集合場所のＪＲ稲荷

駅に集まった時点では小雨程度で、傘

もいらない位でした。それで、皆元気

に出発し、本殿を超え、千本鳥居をくぐり、四ツ辻と呼ばれる稲荷山の頂上近くまで、

おみくじをひいたり、重軽石を持ったり、全く観光客さながらに元気に楽しく歩きまし

た。そして、展望の良い所から下を見て、はるか下に見える赤い鳥居に、こんなに歩い

たのかと大満足、帰りは昔の天皇の御陵のそばを通り抜け、東福寺近くのＨ家へと歩を

進めました。一汗かいた後は、美味しい昼食です。先ず、ワインで乾杯、皆の思い思い

のお持たせに思わず食が進みます。この日、入会希望の方が２人も出席して下さり、食

事中は、その方の質問に答えたり、サーバスについて説明したり、和気あいあいで楽し

い時間でした。そして、食事が済んだのは、何と午後３時でした。それから大慌てで、

例会をし、東福寺を見学するという忙しい日になりました。でも、２人とも入会して下

さったので、何はさておき、めでたしめでたしの例会でした。 

 

議題 

１．第３２回サーバス国内会議の報告、及び、国内会議を踏まえた支部活動について 

（国内会議の報告は省略します。議案書をご覧ください。） 

支部活動ー大学へサーバスの活動を広める件についてー 

 他支部でこの事に取り組まれて頭打ちになっていられる理由は、大学の関係者を御存

じのパイプ役の人が退かれたことでした。又、外の他支部でこれから取り組んでみると

言われた方も、大学関係者にお知り合いの方がいられる人でした。近畿支部としてもそ

のような方が取り組んで頂ければ、取る組むことにやぶさかではありませんが、残念な

がら、出席者の中には大学に知り合いがいるという者はいませんでした。それで今すぐ

取り組むということにはなりませんでしたが、どなたかしてみようと思われる方がいら

っしゃれば、お知らせ下さい。近畿支部としても取り組もうと思います。 



国内会議への要望 

 提出された議題については、その場で討論して結論を出し、議題を次回に持ち越さな

いようにして欲しい。 

２．サーバス５０周年誌に対する近畿支部での取り組みについて 

 ５０周年誌を手伝って頂ける人を募集しましたが、忚募は無しでしたので、役員（Ｍ・

Ｓ・Ｔ・Ｈ）を近畿支部の編集委員として取り組んでいきたいと思います。 

取り組みの日程 

 ①７月２５日までに各人分担の会報の転記を終え、近畿支部の編集委員に送信する。 

 ②近畿支部の編集委員は９月末日までに、送られた会報から、５０周年誌にふさわし

い原稿を選ぶ。 

 ③新たに原稿を出す人（ＳＹ ＨＫ ＭＹ ＴＳ ＳＴ ＨＴ）は、９月末日を締め

切りとする。原稿は５０周年記念誌委員担当者Ｉさんと近畿支部長にメールで送って貰

う。既に出されている方は結構です。 

 ④可能であれば、２５周年誌以降の近畿支部長に「自分が支部長であった時の近畿サ

ーバス」という事で原稿を書いてもらう。( ９月末日締め切り)  

 ⑤前Ｋ支部長への追悼文は、既に会報に掲載されているもの＋新たに原稿を出して下

さる方の分とする（原稿締め切り９月末日）。 

 ⑥以上の原稿を近畿支部の原稿として、５０周年誌編集委員に提出する。会報から選

んだ以外の原稿は、必ず５０周年誌に載せて頂く。会報から選んだ原稿は、必要に忚じ

て、５０周年誌委員でさらにセレクトしてもらう。 

３．次回の例会について 

 ＊天神祭：遠くの会員の参加の為、当初７月２４日の宵宮で設定していたが、遠くの

会員の参加があまり期待できなくなったので、例会は７月２５日本宮とする。 

 ＊秋の例会：講演を中心に行う。講師物色中。場所は大津付近で探す。 

４．その他  

①年会費納入状況 

②例会時のマナー 

・時間に送れない。遅れる人がいても、定刻通りに始める。 

・会議中は、議題以外の事は話さない。 

・会議中は禁酒、禁煙とする。 

・例会やその他のサーバスの会議に出席する者は、それにふさわしい態度で会議に臨め

るようにする。 

③サーバストラベラーの観光案内について 

 サーバストラベラーを観光にホストすると、入場料でも馬鹿にならない位の金額にな

る。付き添いで行く場合は、付添人は無料にするような制度が欲しい。この事について



は、とりあえず、同じ様な趣旨のグループではどのようにされているか、調査すること

にしました。 

以上 

２－１．サーバス受け入れ報告               大津市 S N  W I 

ホノラ (ノラ)ジャッキス 73 歳 Ｆ  ＆ エリカ ワイザー ⒛歳 Ｆ   

５月 21 日～23 日を隣人会員のＳ家で、23 日～25 日をＷ家に滞在。 

ノラはコロラド州デンバー在住、スペイン語とスペイン文学の教授、同時に弁護士でもあ

った。現在は退職、サーバスのほかに、アムネスティをはじめいくつかの国際団体に所属

して平和と人権に関する活動に取り組んでいる。これまでに旅した国はおよそ 70 カ国とい

う。京都駅で 120 カ国訪問した外国人旅行者に会った！と驚いていた。冬はメキシコに住

み、それに関する著書があり、2 つの作家グループのメンバーでもある。 

 ノラは年齢を忘れさせるほどエネルギッシュ、Ｓ家では 4 時起きして家業のベーカリー

へＳさんと出勤、9 時まで手伝って、Ｓ夫人がお店に迎えに行く。その後お昼まで眠る。エ

リカ（孫娘） が午後京都へ行くといえば、起きて同行。夕方Ｗ家に電話、ノラが夕食を作

るからＷ夫妻も来るようにとのこと。10 歳近く若い私が、京都で夕方のクラスを終えて疲

れて帰宅、この違いに驚く。暗いうちに起きてパン作りを手伝い、3 時間寝て孫娘と京都へ、

帰宅してそのままキッチンへ。エリカもガーリックトーストを作っている。Ｓ夫人はサラ

ダなどを手際よく拵えている。やがて 8 人で楽しいディナーとなる。もちろんＳ家特製の

クロワッサン、バゲットなどがどっさりと並んでいる。ノラのクロワッサンの褒め方はス

テキだった。「誰か半分こしませんか？」と何度くりかえしたことか。 

 そのディナーのハイライト、すでに社会人となっているＳ家の息子さんたちにノラがし

みじみと語る。「貴方たちのお父さんは素晴らしい！ 私は 9 時でダウン、彼はそのままず

っと働き続けてさっき私たちを石山駅まで出迎えてくれた。また明日も 4 時に起きてベー

カリーへ。これは大変なこと！」と感に堪えた表情。息子さんたちは皆お店でアルバイト

をしてきているから、父親の仕事はよく知っているはずだが、こうしてアメリカからやっ

てきた祖母年代の人に体験を通して思いを込めて語られてどんなであったろうか。私には

これがＳ家への最高の贈り物に思われた。翌日我が家に二人を送り届けてくれた時にあら

ためてそのことを話した。Ｓ夫人は目頭を熱くしているように見えた。 

 Ｓ家での二日目はすっかり雨に降りこめられ、外出困難で、家で皆で水彩画を描いたり、

カード遊びをして過ごしたという。あとでその作品を見て、どんなに楽しかったか容易に

想像できた。3 日目もまた雨、午前中に寿生の郷（すないのさと）で抹茶を味わってから夕

方、Ｗ家へ。 

 ノラは８年前に来日、その折の広島での体験を涙ながらに語った。翌日もしっかりの雨。 

エリカは何としても龍安寺へ行きたい。しかしノラはこの雨の中を私に運転させることを

躊躇している。「私も久しぶりに行きたいし、雨の石庭を見るのは初めて」と漸く出かけた。 

雨のお蔭か珍しく静かな龍安寺。二人は無言で長時間「虎の子渡し」に見入っている。 



かなり経ってから今度は二人で丁寧に慎重にパノラマ撮影。石庭ばかりでなく、雨に濡れ

た苔の美しさに歓声を上げながら撮影することしきり。あちこち見て回るのでなく、一箇

所をこれだけ丹念に味わった人は初めてと思う。それも 50 歳の年齢差があるのに。 

エリカはオハイオ在住、音楽好きで声もよく、狭き門の大学 choir のメンバー。しかし音

楽で食べるのは大変と、Chemical Engineering を専攻、研究と実験の毎日で、旅に出るの

は初めてという。専門科目でギッシリの中、日本語を 3 年間学ぶ。自分から話すことは無

かったが、私が日本語で話しているとノラに通訳していた。雨の車中でのエリカの質問「ど

うしてこんなに本屋が多いのか？」私が答えに困っていると、図書館の数を尋ねられた。

県立と市立、あとは地域によっては公民館に市の分室があると返事すると納得。また書店

は古書のリサイクル店も多いことも伝えた。彼女の地域では図書館が身近にあり、本は図

書館で借りて読むものという意識が一般的で、書店で本を買うことは珍しい。「政府は国民

に読書することを願っているから」という。これには正直驚いた。そういえばマンハッタ

ンのかなり生活の厳しそうな地域で図書館を見つけて印象深かった昔を思い出した。 

 我が滋賀県立図書館では購入費を維持するために休館日が週２日になってしまった。も

ちろん図書館では職員がかなりの努力をしている。しかしエリカのようにはっきりと「日

本政府は国民に読書を望んでいる」と明言できる人がどれだけいるだろうか。 

 東京へ移動する前日、2 人のサーバスメンバーへの確認・連絡を頼まれた。２軒とも３泊

なので、ルールを確認。わかっているけれど高齢者が２泊で移動するのは hard。子供連れ

と同じような配慮が必要という。なるほど。また東京のホストからは「こうして前もって

連絡を受けると安心」とわざわざお礼の電話があった。東京の２軒がともに３泊を引き受

けてくれるお宅であって幸いだった。ノラのスケジュールは何度か変更があり、最終的に

は我が家の最終日は私の不都合な日になった。Ｓ夫人がピンチヒッターを引き受けてくれ

て大変助かった。また今回はＳさんとＷが近所で続けて受け入れ、その間も交流できたこ

とが、普段の２泊３日より内容を濃くしてくれた。 

 デイホストになって久しく、リピーター以外は断っている。それでも依頼は結構多く、

断ることが多いのだが、時に会ってみたくなる人がある。幸いスケジュールもやりくりが

つきそうでＯＫした。やはりサーバスは楽しい。疲れは否定できないが。 

 部分的にコピーをとらせて頂いたノラの著書の序文によれば、彼女はこの本の収益をす

べてメキシコからの不法移民のための日雇い労働センターとメキシコにある困窮者のため

の施設に寄付する由、敬服している。 

 

２－２．サーバス受け入れ報告                大津市  W I 

スティーブン フィラー 43 歳 M  アメリカ オハイオ出身  ６月 18 日～19 日 

 彼は 20 年まえ 23 歳で日本滞在中にサーバスを知り、我が家へ。以来もう家族の一員の

ようだ。当初は片言の日本語でたどたどしく挨拶してくれたのだったが、今や流暢な日本

語でミシガン州立大学の日本文学講師である。これまでに母、弟、姉、フィアンセなど次々



に連れてきて紹介してくれ、こちらからもオハイオの実家を訪れた。帰国後も殆ど毎年の

ように来日、そのたびに必ずたとえ一晩でも訪ねてくれる。今回は大阪での国際学会で研

究発表のために来日。源氏物語も講義するが、現在はアナーキズム文学に焦点をあててい

る。数年前、K 支部長のころゲストスピーカーとして近畿支部の例会に来てくれた。 

その話題に「宮嶋資夫」が登場、K 支部長は中学か高校の恩師から宮嶋資夫の話を聴いて

以来、数十年ぶりにその名前を聞いたととても懐かしみ、喜んでいらした。忘れがたい想

い出である。オハイオで出会った懐かしい人々がすでにこの世を去っていた。母親も退職

している。そんな中、5 年前に言語学者のヘレナと結婚、職場の関係で別居結婚だったが、

漸く共に暮らし始めて幸せそのものの表情だ。母親シーラの安堵の顔が浮ぶ。 

 

2－３．トラベラー受け入れ報告                 支部長 

 これは、２０１０年１月以降会員から寄せられたトラベラー受け入れ報告です。これ

からも順次載せていきますので、受け入れられたら、報告をよろしくお願いします。 

報告の内容 「来訪トラベラーの名前 性別 国籍 来訪日 ホストの名前 ご意見やご感想

等１言コメント」 

大津市 S T 

・１月６～１０日  アルゼンチン 女性１人 

・２月１４～１６日 フランス   男性２人 女性２人 

・３月６～８日 フランス 女性１人 

・３月３１日～４月２日 アメリカ 男性１人女性１人 

御为人は京都で開催された国際学会に出席されました。その足で我が家に来られました。

奥さんは先生で、学校も休み中なので、一緒に来訪されました。シアトルにお住まいで、

１度行ってみたいなと思っています。最近は日本にいられるとのこと、東芝と共同研究

のために来日された有名なビル・ゲイツさんもシアトルに住んでいられるとの事。この

後、熊本のサーバス会員宅に向かって旅立たれました。今日は最高の天気です。多分昼

ごろには、阿蘇山？ 

・４月９～１１日 スエーデン 男性１人 女性１人 

１０日は家族が銀閣寺、南禅寺、哲学の道などを案内しました。１１日は私が車で畑、

三千院、浮御堂、琵琶湖大橋を案内しました。 

・４月１２～１４日 フランス 親子４人 （女性２人 男性２人） 

１３日は親子だけで京都見物。１４日は浮御堂、琵琶湖大橋を案内し、その後、金沢へ

向かわれました。レンタカーで２週間の旅をされていて、次の日曜日に帰国予定です。 

・４月１６～１７日 ドイツ 女性１人 

・４月１８～２０日 ポーランド 男性１人 女性１人 

・４月２３～２６日 韓国 男性２人 

・４月２６～２８日 日本 女性１人 



・５月２２～２４日 韓国 女性２人 

 

彦根市 H F 

・１月１１～１３日 アルゼンチン 男性１人女性１人 

初めての受け入れでしたが、他のサーバスメンバーの力を借りて、まあ上手くいきまし

た。 

 

奈良市 O S 

・３月８～９日 ギリシャ 男性１人 トルコ 女性１人 

印象：申し込み済みの計画があるため、我が家には１泊だけだったが、お互い物足りな

い位程楽しく有意義な時間が共有できた。 

・４月９～１１日 イスラエル 女性１人 

とても穏やかな柔軟性のある女性人類学の研究者でした。今回の反省点は、遷都１３０

０年を迎える奈良はあちこち大きな変化があることを事前に調べておくべきだったと

いう事です。又、旅行者のメールアドレスが日本では使えないものだった事で２日前の

こちらからの連絡が通じていなかった事です。私は旅行者からの連絡がなかったので、

奈良に来ないことにしたのか、と思ったりしていました。前日の連絡が必要だと痛感し

ました。２日間、奈良観光をしました。普通だと、前日に必ず電話かメールを入れて確

認することにしていたのですが、今回はそれをしなかったのと、ＪＲ奈良駅が遷都１３

００年の為に今月に入って大きく変わってしまっていたのが、最初の朝、お迎えできな

かった原因です。夕方電話がかかってきた時は、ほっとしました。奈良公園のライトア

ップしている所を車でまわりました。翌日は出発を早くして、奈良公園、吉城園、東大

寺大仏殿、二月堂、春日大社、平常宮跡。翌日は、亀岡の瞑想センターに行くというの

で、雨上がりの２時間だけ、大和民族公園に行ってお花見をしてから木津駅で彼女を見

送りました。２０キロの荷物を持っての移動は大変だろうと思いました。３日の瞑想セ

ンターの後、パートナーと京都で落ち合い、彼女が京都を案内すると言っていました。 

 

守山市 K M 

・２月１４～１５日 フランス 両親と息子の３人 

１４日に泊って１５日出発、奈良へ行かれました。 

・３月６～７日 ギリシャとトルコのカップル 

初日は近江八幡の長命寺と市内を案内しました。２日は五箇の庄を案内しました。とて

も喜んで下さいました。 . 

・３月２８～２９日 イギリス ２人 

京都と、滋賀県の小都市近江八幡へご案内しました。 

４月１７～１８日 ドイツ １人 



近江八幡、彦根、長浜を案内させていただきました。とても楽しい時間を過ごさせてい

ただきました。 

 

大津市 S M 

・３月２２～２４日 アメリカ 家族４人 

大阪で相撲を観戦したいとの事でしたので、コンビニに一緒に行ってチケットを買いま

した。便利でした。アメリカに住んでいるけれどチェコの人で、お国の話で盛り上がり

ました。 

 

大津市 W I 

・５月にホストをしました。リピーターでない人は何年ぶりかでしたが、やはりサーバ

スならではの楽しい豊かな時間でした。６月には２２年間家族の様に来てくれるメンバ

ーと再会できるのを楽しみにしています。 

 

東大阪市 MT 

・フランス 女性 1 人とその両親  

K さんは来日３回目です。日本で就職を希望しています。彼女の希望職業は米国新幹

線建設に参加出来るような企業です。御両親が娘さんの事を心配して来日、我が家で食

事をしながら新幹線、ＴＧＶ、欧州と日本の経済等を話し合いました。親が子供の事を

心配するのはどの国も同じですね。子供はその事をあまり気にしていませんが、、、。親

はありがたいです。K さんは２００９年４月９日に２泊３日、５月２１日から１カ月、

１２月１０日から１週間我が家に宿泊しました。御両親と一緒に我が家で食事をしなが

らのお話の中では、現在は僕の会社の近くのワンルームマンションにお住まいです。僕

も彼女が僕の会社の近くに住んでいる事は知りませんでした。少しびっくりです。御両

親は５月１５日に来日、予定では２９日に帰国されます。御両親はサーバスの会員では

ありません。でも、僕と妻がフランスを旅行する時は自宅へ泊って下さいと親切なメッ

セージを残して頂きました。彼らはニースに住んでいて、お家は海辺の近くにあります。 

 

京都市 H T 

我が家へ泊られる方は、近くの伏見稲荷大社、東福寺を御案内して、金閣寺等へお送

りし、夜には着物や袴をはいて楽しむというのが、基本パターンです。 

・１月２２～２４日 アルゼンチン 男性１人女性１人 

組み立て自転車を持って来られていて、京都の町を颯爽と観光されました。行った中で

京都が１番良かったそうです。 

・２月１～２日 日本 女性１人 

九州の方で、この頃国内旅行を楽しんでいるとの事でした。 



・２月１７～１９日 フランス 男性２人 女性１人 

お母さんと２人の息子さんです。夕食時、为人と息子さんが、お酒で盛り上がりました。 

・３月３～５日 イギリス 女性２人 

歌手で日本でもコンサートをされている方です。お一人がタクシーにＪＲパスを置き忘

れられ、諦めていられた所、何とタクシーが忘れ物があったと届けに戻ってきてくれま

した。 

・３月２７日 日本男性２人 女性１人 

サーバス国内会議の為、泊って下さいました。 

・３月３０～４月１日 オランダ 男性１人 女性１人 

何度も日本に来られている方です。 

・４月６～８日 フランス カップル 

２月に来られたフランスの方のお友達です。 

・４月１１～１３日 スエーデン 御夫婦 

サーバス歴の長い方で、共通に知っているメンバーの方がいられました。 

・４月２９～５月１日 フランス カップル 

妊娠５カ月の方でしたが、お元気に旅行されていました。 

以上 

３．トラベラー報告 ｢新緑の北海道へ｣         京都 H T 

 私の母は９１歳ですが、とても旅行

が好きです。大分認知症もあるのです

が、元気な体を保っておくと、旅行に

連れて行ってもらえるという事はしっ

かり覚えていて、毎日散歩をします。

そんな母を見ていると、旅行に行き、

楽しい日々を過ごさせてあげたいとい

う気持ちがしきりに起こる私です。今

までもサーバスのお世話になって、あ

ちらこちらを旅してきました。サーバ

スの国内会議が３月に京都であった時、北海道の Y さんが、「ニセコにある別荘にどう

ぞお出で下さい。」と声をかけて下さいました。すぐにその誘いに乗り、５月３１日～

６月７日、サーバスの会員 T さん、母、妹、それに私の４人で北海道へ行ってきまし

た。 

 

５月３１日、伊丹から千歳へ。千歳には１０時半頃に着き、レンタカーで Y さんの

別荘のあるニセコの蘭越へ向かいました。広々とした道、輝く新緑、たくさんの白樺の

木、北海道へ来たなあという気分です。途中に寄った名水ふれあい公園には、水がこん



こんと湧き出ていました。支笏湖は済

んだ水をたたえて、原生林の大きな自

然に抱かれていました。桜も咲いてい

て、１日目からこんな観光が出来るな

んて感激でした。ニセコに入り、羊蹄

山の伏流水がわき出ている吹き出し公

園に行った後、蘭越へ向かいました。

Y さんが下さった詳しい道案内と、電

話連絡で、無事別荘に着きました。別

荘は、周りにたくさんの可愛い花が植

えられている太い丸太のログハウスで、周囲の自然とよくマッチしています。キットで

売っているログハウスもあるのですが、ここは Y さんが設計されて、カナダから原木

を輸入して作られたので、とても個性的です。早速 Y 邸の畑で、夕食用にシイタケを

採取しました。その夜は、おでんとジンギスカン、Y さんご夫婦は料理の達人でもいら

っしゃり、食材をとても吟味されているので、美味しい事この上なしです。母が高齢な

ので、１階で寝るようにして下さり、又、翌朝用のパンを作るパン焼き機は、母の睡眠

の妨げにならないようにと、２階へ持って行って下さるというお心使いでした。そんな

Y さんのおかげで、身も心も満足しきって、楽しい夢路に入りました。６月１日、朝食

は、焼き立てのパンにアスパラガスのサラダやヨーグルト、お砂糖は使わずカナダのメ

イプルシロップと、とても材料が生かされた美味しい朝食でした。お天気も良さそうな

ので、積丹半島へ行くことにしました。別荘からはすぐに海沿いの道に出て奇岩を楽し

みながら、積丹半島に着きました。海の色が深い紺色から、色鮮やかな積丹ブルーに変

わりました。先ずは神威岬、岬の先端までは車いすで行けないので、美しい海が見渡せ

る所まで母は歩き、快い風に吹かれて海の景色を堪能しました。そして、日本の渚百選

に選ばれた島武意海岸や、漁師町を通り抜け、美国に着きました。グラスボートに乗っ

て、雲丹や魚、いろんな形の岩等、海中探検を楽しみました。周囲の景色を楽しんでい

たら、船の人がパンの耳をくれました。パンの耳を放ると、海の鳥がたくさん周りに寄

ってきて、とても爽快、あっという間の５０分間でした。昼食は、今日解禁になったば

かりの塩の香りがするとれとれの雲丹を食べ、北海の味に大満足でした。昼食後、黄金

岬の展望台から積丹ブルーの海、断崖絶壁が続く海岸線を目に焼き付け、大満足の積丹

半島の観光を終わりました。夕食は、自宅の畑や周囲の山で採れた山菜のてんぷらで、

今日も食事がはずみました。２日、朝早くから別荘の周囲を散策しました。美しい宿根

草が根を張り、広い敷地には木が倒されて、道がつけられています。自然の中で自然と

共に、生き生き生活されている Y さんの人生に触れられたようで、とても勇気づけら

れる貴重な時間でした。食後、北海道の代表的美術家・岩内の木田金次郎美術館へ行き

ました。木田氏は有島武郎氏と親交があり、｢生まれ出づる悩み｣のモデルになった人で



す。岩内の町の様子、漁業に励む人たち、岩内の自然が厳しく見事に描かれていました。

次に、昨日から通行可になったニセコパノラマラインを通って、ニセコの山の方へ車を

進め、神仙沼へ行きましたが、道路は除雪されているものの、一歩脇道に入るや雪で、

車いすは滑って全く太刀打ちできませんでした。あきらめて、ニセコ温泉のシンボル・

大湯沼へ行きました。温泉に入り、露天風呂で雪に抱かれたニセコの山々の景色を楽し

んだ後、昼食、山菜のてんぷらがとても美味しいでした。昼食後、別府の様な湯けむり

のあがる大湯沼の湯元を散策しました。次に、車の高度が下がってきたので雪がなくて

行けるかなと、羊蹄山山麓の半月湖へ行くことにしました。駐車場からの道はガタガタ

でしたが、何とか半月湖にたどり着き、山の奥深く、美しい水をたたえた半月湖に感激

でした。最後は倶知安の芝桜庭園へ行って、一面に植えられた白やピンクの芝桜にみと

れました。今日もよく遊びました。夕食は、御兄弟やご親類から取り寄せられたアスパ

ラガスや、海の幸のお刺身、毎日すごく新鮮な御馳走です。３日、ニセコ最後の日です。

お天気は今いちでしたが、洞爺湖へ行きました。先ずは「００８北海道洞爺湖サミット」

が開かれた最高級リゾートのザ・ウインザーホテルへ。ホテルは山上にあるので、高度

が上がるにつれてガスが濃く、視界が悪くなります。そんな道を運転してきたのに、眼

下に見えるはずの洞爺湖は全く見えずでした。代わりに昼食は洞爺湖の展望抜群のレス

トランで、優雅に楽しみました。昼食後、洞爺湖の辺へ行って、遊覧船に乗り、中央に

浮かぶ大島へ行きました。白鳥が泳ぎ、野生のエゾシカが生息しています。たっぷりの

自然の中で鹿に餌をやったりして楽しみました。その後、洞爺湖の周囲にある彫刻通り

や、洞爺湖火山科学館を見て帰りました。夕食は海の幸のフライでした。これでニセコ

も終わり、明日からは札幌です。Y 様、本当におせわになりりました。今度はぜひ、我

が家へ来て下さい。 

この後、７日まで札幌を楽しんだのですが、サーバス会員の所には泊っていないので、

報告は割愛します。ただ、北海道だなと思った事があります。それは電車です。車両の

乗り口は本州ではフラットになっているのに、ここの車両には階段があります。それで、

車いすで乗り込むには、必ずホームから電車への渡し板が必要です。又、プラットホー

ム、泊めてもらう親類へ行く時、その駅は無人駅だったので、隣の駅で降りて下さいと

言われました。結局、無人駅で乗客に助けられて降りましたが、札幌市内なのに無人駅

なんて、いかにも北海道らしいと思いませんか。 

 

４．例会（お楽しみ会）のご案内                支部長 

  皆様もよくご存じのサーバスの大御所、Ａ様の事務所は大阪の北浜にあり、そこか

ら天神祭がとても良く見られます。それでサーバス近畿支部では、Ａ様にお願いして、

下記に要領で、お楽しみの例会ー天神祭を楽しむ―を行おうと計画いたしました。この

日は難しい議題などは一切なしです。ご家族お揃いでご参加頂き、共に楽しい時が過ご

せますように、宜しくお願いします。 



記 

Ⅰ、日時    ２０１０年（平成２２年）７月２５日（日） 午後 4 時より 

２、場所    Ａ国際ビジネス特許事務所  

３、会費    ２０００円（幕の内弁当、ビール、お茶、お菓子、おつまみ等） 

4、祭りの日程  １６：００ 陸渡御（天満宮～市役所～天神橋） 

        １６：００ 渡御列発進（御羽車 御鳳輦 鳳神興 玉神興） 

        １８：００ 船渡御（天神橋～飛翔橋） 

        １８：００ 渡御列乗船（天神橋） 

        １９：００ 水上祭（大川中流） 

        ２０：３０ 渡御列上陸（天神橋） 

        ２２：００ 還御祭（本殿） 

５、その他 

＊この会はサーバス会員同志の親睦が第 1 の目的です。御家族も大歓迎です。 

＊天神祭の日程を書きましたが、最後までという意味ではありません。参加者が決まっ

た時点で、Ａ様と相談しながら、どのように楽しもうかを考えたく思います。 

＊事務所には椅子・テーブルがありますが、たくさんお出でになった場合は、多分椅子

が足りなくなると思います。その時は必要に忚じて、今の若者らしく床に座って楽しみ

ましょう。そのため、床は靴で行き来している所なので、座る時に敷く物（ビニール等

1 人用でＯＫ）をお持ち下さい。 

*天神祭についてや、事務所の場所は必要に忚じて、インターネットで検索して下さい。 

＊年間の例会予定では、実施日を７月２４日（土）宵宮としていました。遠くから来ら

れる会員の便宜を考えての事です。しかし、今の時点で遠くの会員の参加があまり望め

なくなりましたので、実施日を本宮の２５日に変えました。お間違いのないようにお願

いします。         

出欠の返事を 7 月 16日までに、支部長へお願いします。  

 

５．会員消息                        支部長 

新入会員 ３名（大津、京都、神戸に各お１人ずつ） 

退会者  ３名 

理由 ・名古屋勤務のなった( １人)  

・自分の専門は中国語だが、中国語を必要とするトラベラーがいない 

 （１人） 

・近年トラベラーの来訪がなく、自分も仕事でサーバス以外で外国に

行かねばならなくなり、且つ、仕事が忙しくなった( １人和歌山市在

住)  

 


